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（１）福岡都市計画地区計画の決定及び変更（福岡市決定） 
 

都市計画香椎照葉三丁目西地区地区計画を次のように決定する。 

名   称 位   置 面 積 備考 

香椎照葉三丁目西地区地区計画  福岡市東区香椎照葉三丁目の一部  約 ７．６ha 
 

 

 

都市計画天神明治通り地区地区計画を次のように変更する。 

名   称 位   置 面 積 備考 

天神明治通り地区地区計画  福岡市中央区天神一丁目及び二丁目の

各一部  約 １７．０ha 
 
※ 

 ※天神明治通り地区は再開発等促進区を含む地区計画に変更 

 

 

 

 

 

 

（参 考） 

 総 括 表 

区   分 
地区計画等箇所数 

(箇所) 
面 積(ha) 

計画決定済 １１９  約１３６１．８ 

 
うち 再開発等促進区を含む地区計画 １３  約  ８１．０ 

うち 集落地区計画 １  約   ７．７ 

今回分   

 

決定分 １  約  ７．６ 

 

うち 再開発等促進区を含む地区計画 －        － 

うち 集落地区計画 －        － 

変更分 （１） 約（１７．０） 

 

うち 再開発等促進区を含む地区計画 （１） 約（１７．０） 

うち 集落地区計画 －        － 

計 １２０  約１３６９．４ 
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福岡都市計画地区計画の決定（福岡市決定） 

 
都市計画香椎照葉三丁目西地区地区計画を次のように決定する。 

 

名     称 香椎照葉三丁目西地区地区計画 

位     置 福岡市東区香椎照葉三丁目の一部 

面     積 約 ７．６ha  

地区計画の目標 

 当地区は、本市の都心から北東約９ｋｍ、東部地域の新たな拠点として整備が

進められているアイランドシティまちづくりエリアの南西部に位置しており，ア

イランドシティ中央公園や外周緑地に隣接した緑と調和したまちづくりが進め

られている。また，当地区は新産業・研究開発ゾーン及び複合・交流ゾーンに位

置し，健康・医療・福祉関連施設や研究開発施設を中心とした開発が進められて

いる。 
このため、当地区では、アイランドシティの健康・医療・福祉分野の研究開発

拠点として，周辺の環境に配慮した健全な業務機能を誘導するとともに，道路や

公園などの公共空間と調和した緑豊かなオープンスペースの確保やゆとりある

街並みの形成を図り、良好な市街地環境の形成・保全を図ることを目標とする。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

土地利用の方針 

健康・医療・福祉関連産業や研究開発機能等の導入を図り，それぞれの機能が

共存・融合した土地利用を誘導する。   
また，アイランドシティ中央公園などの周辺環境と調和した緑豊かで良好な市

街地環境の形成・保全を図る。 

地区施設の整備方針 
アイランド西 1 号線，西２号線の交差点部において、人々が集い、憩える空間

を創出するため、まちかど広場を適切に配置し、まちの賑わいやうるおいなどの

演出に努める。 

建 築 物 等 の 
整 備 の 方 針 

 健康・医療・福祉分野の研究開発拠点にふさわしい良好な就労・居住環境の形

成・保全を図るため、建築物等の用途の制限を定める。 
道路などの公共空間や隣地に対する圧迫感を軽減するとともに，アイランドシ

ティ中央公園などの緑豊かな環境と調和したゆとりある良好な街並みの形成を

図るため、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、建築物等の形態又

は意匠の制限、垣又はさくの構造の制限を定める。 
緑豊かで良好な市街地環境の形成を図るため、緑化率の最低限度を定め、敷地

内の緑化を推進する。 

その他当該地区の

整備、開発及び 
保全に関する方針 

それぞれの敷地において，公共空間につながる歩行者空間やオープンスペース

を確保するなど、敷地と公共空間の連続性や敷地相互の一体感の創出に努める。 
また、敷地内の緑化に努め、地区内外の緑の連続性に配慮する。 

 

 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

面   積 約 ７．６ha 

地 区 施 設 の 
配 置 及 び 規 模 

そ の 他 の 

公 共 空 地 

名 称 面 積 摘 要 

まちかど広場 約１００㎡  

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の  
用途の制限  

建築してはならない建築物は、次に掲げるものとする。 
１．マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その

他これらに類するもの 
２．カラオケボックスその他これに類するもの 

建 築 物 の  
敷地面積の  
最 低 限 度  

５００㎡  
ただし、次の各号の一に該当する建築物の敷地については、この限りでない。 

（１）公民館、集会所その他これらに類する建築物で、地区内住民の社会教育活

動又は自治活動の用に供するために設けるもの 
（２）巡査派出所、公衆便所その他これらに類する建築物で公益上必要なもの 

壁面の位置の 
制    限 

１．計画図に示す位置において、建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路

境界線及び隣地境界線までの距離の最低限度は、３ｍ，２ｍ又は１ｍとする。 
ただし、歩廊，渡り廊下その他これらに類する建築物の部分で，歩行者の

利便に供するものはこの限りでない。 
２．上記以外において、建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から、隣地境界線

までの距離の最低限度は、１ｍとする。 

建築物等の  
形 態 又 は  
意匠の制限  

１．計画図に示す位置において，壁面の位置の制限が定められた部分については，

原則として緑化し，公園や水辺などの公共空間との緑の連続性に配慮する。 
２．建築物の屋根及び外壁又はこれに代わる柱及び建築物に附属する建築設備の

形態・意匠及び色彩は、周辺の環境に調和したものとする。 
３．高架水槽等の屋外設置物及び工作物は、修景する若しくは露出面積を少なく

するなど都市景観に配慮するものとする。 
４．屋外広告物は、過大とならず周囲の環境と調和するよう色彩、大きさ及び設

置場所に留意し、景観を損なわないものとする。 

垣又はさく  
の構造の制限 

道路及び公園などの公共空間に面して設ける垣又はさくの構造は、生垣、若し

くはフェンス、鉄さく等透視可能なものにあわせて植栽を施したものとするな

ど、緑豊かな街並みに配慮したものとする。 
ただし、門柱及び意匠上これに附属する部分等については、この限りでない。 

緑 化 率 の  
最 低 限 度  

１０分の２ 

「地区計画及び地区整備計画の区域，壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」 
 
理由 
 当地区の良好な市街地環境の形成・保全を図るため、本案のとおり決定するものである。 
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●アイランドシティは，第９次福岡市基本計画（平成 24 年 12 月策定）において 

「活力創造拠点」に位置づけられ，都市の成長を推進する高度な都市機能が集積 

した地区を目指し，まちづくりが進められています。 

 

●特に当地区は，アイランドシティ事業計画（平成 2１年 12 月策定）において， 

新産業・研究開発ゾーン及び複合・交流ゾーンに位置づけられ，健康・医療・ 

福祉関連分野や研究開発機能の集積を目指しています。 

 

●これらのまちづくりの方針を踏まえて，健康・医療・福祉関連施設や研究開発 

施設等の立地誘導を図り，良好な市街地環境と周辺の緑豊かな環境に配慮した 

ゆとりのある街並みの形成・保全を図るため，地区計画の決定に向けた手続き 

を進めたいと考えています。 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号  地区計画名称 

 ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ照葉住宅地区 

 香椎照葉三丁目東地区 

 ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨｾﾝﾀｰ地区 

 香椎照葉二丁目北地区 

 香椎照葉四丁目東地区 

  香椎照葉北ｴﾘｱ戸建住宅地区 

 ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨｾﾝﾀｰ北地区 

 香椎照葉三丁目西地区 

項 目 内     容 

地区施設の配置及び規模 まちかど広場 （約１００㎡ 1 ヶ所） 

建築物等の用途制限 
（建築してはならない建築物） 

マージャン屋・ぱちんこ屋等の遊戯施設， 

カラオケボックスその他これに類するもの  

敷地面積の最低限度 ５００㎡ 

壁面位置の制限 3ｍ，2ｍ，１ｍ（下図の通り），隣地境界線までの最低距離１ｍ 

形態・意匠の制限 屋根や外壁等の形態・意匠及び色彩は周辺環境に調和したもの 等 

垣・さくの構造の制限 生垣若しくはフェンス，鉄さく等透過可能なものに植栽を施したもの 

緑化率の最低限度 20％ 

① 杉岡記念病院 膝・股関節外科病院 H21.5

② 介護老人福祉施設 特別養護老人ホーム等 H22.10

③ バス運行拠点施設 バス駐車場，乗務員控室等(乗客の乗降はなし) H26.4

④ 福岡みらい病院 高度・多機能型リハビリテーション病院 H27.6

⑤ I.C.メディカルビル
無菌調剤室など高度専門医療対応の調剤薬局を含むメディカル
複合ビル

H27.8頃

⑥ 産直マーケット（仮称）
「健康」をキーワードにした生鮮食品及び日用品販売・レスト
ラン等の生活利便複合施設

H27年度中

⑦
全天候型高度リハビリ・トレーニング
センター（仮称）

屋根付き全天候型リハビリ・トレーニング施設及び屋外運動施
設等

H28.10頃

施設名称 開業

既
存

施設概要
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【参考図】アイランドシティにおける地区計画 

香椎照葉三丁目西地区 

健康・医療・福祉関連分野や

国際ビジネス等の新しい産業，

これらを支える教育・人材育成

関連産業並びに研究開発機能

などを中心に集積を図る。 

 

 

新産業・研究開発ゾーン地区 

  

 

緑地・公園を中心に，就業環

境と居住環境が共存・融合し

た，複合的な交流空間の形成を

図る。 

 

複合・交流ゾーン地区 

地区計画策定エリア

既存建物

計画建物

＜凡例＞

 

  

         

１．香椎照葉三丁目西地区の事業概要 ２．香椎照葉三丁目西地区における地区計画の概要 

３．今後のスケジュール（予定） 

平成２７年７月 案縦覧 

平成２７年８月 都市計画審議会 

 

  

         

  

  

 

【参考図】アイランドシティ事業計画における 

土地利用ゾーニング図 

参考資料 

　 　 　 　

　 　　　 　

　　 　　　

　 　 　

　　　　

　  

壁面の位置の制限

凡　　　　例

地区計画区域
（地区整備計画区域）

3m

2m

1m

　まちかど広場 約１００㎡
地区
施設

アイランドタワー

外周

ｱｲﾗﾝﾄﾞｼ
中央公園

こども病院

　

杉岡記念
病院

介護老人
福祉施設

バス運行拠点施設

福岡みらい病院

全天候型
高度リハビリ
トレーニング
センター
（仮称）

I.C.メディカルビル

産直マーケット
　　　（仮称）
　　

①

②

④

③⑤
⑦⑥
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  福岡都市計画地区計画の変更（福岡市決定） 

都市計画天神明治通り地区地区計画を次のように変更する。 

 

名  称 天神明治通り地区地区計画 

位  置 福岡市中央区天神一丁目及び天神二丁目の各一部 

面  積 約 １７ha 

地区計画の目標 

 当地区は福岡を代表する業務・商業地区であり、地下鉄天神駅や天神地下街
に隣接するとともに、明治通り、昭和通り、渡辺通りに面し、地下と地上にお
いて多くの人々が行き交う地区である。 
国際的な都市間競争の激化や建築物の機能更新期を迎える中で、当地区で

は、計画的な機能更新と併せた中枢業務機能の強化や商業等多様な機能の導
入、公共交通機関の乗換えや回遊等の歩行者ネットワークの強化、明治通りに
おける風格ある景観形成等が課題となっている。 
このため、九州・アジア新時代の交流拠点といった都市像や、環境、魅力、

安全安心、共働など、今後求められる都市づくりの視点を踏まえ、都市機能の
強化及び、魅力ある質の高い市街地環境の形成を図ることを目標とする。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の方針 

１ 都心機能を強化し、国際競争力を高めるため、土地利用の方針を以下のよ
うに定める。 
①業務機能の高度化に加え、地上低層部から地下レベルを中心に「街の共用
部」として集客、交流、創造機能の導入を図る。 

②地上・地下の快適な歩行者空間の創出などとあわせて、土地の有効・高度
利用を促進し、活力とにぎわいのある都心空間と魅力ある市街地環境の形
成を図る。 

都市基盤施設及び 
地区施設の 
整備の方針 

２ 明治通りを骨格とし、東西の歩行者ネットワークとともに北天神・南天神
への連絡強化を意識した歩行者の回遊性の向上を図るため、都市基盤施設及
び地区施設の整備方針を以下のように定める。 

 
〈基本方針（共通項目）〉 
①地上・地下の敷地内歩行者用通路等の整備を誘導するとともに、主要な歩
行者動線の結節点において、バリアフリー化された地上・地下を結ぶ縦動
線や広場の整備を誘導する。 

●天神一丁目南ブロック 
②地下鉄天神駅及び天神地下街と市役所前地下広場を結ぶ歩行者用通路を
整備するとともに、地下鉄天神駅、天神地下街及び地下通路に接続する広
場並びに地下部から地上部への出入口の確保を行う。 

 
〈誘導方針（努力項目）〉 
③明治通りにおいては、わかりやすく、歩いて楽しい歩行者ネットワークの
形成を図るため、建築物の機能更新とあわせて、快適で高質な歩行者空間
の創出を図る。 

●天神一丁目南ブロック 
④因幡町通り（市道天神 3号線）においては、渡辺通りを補完して天神を南
北につなぐ魅力ある歩行者回遊動線となるよう、にぎわいと憩いの空間の
創出や沿道の緑化等に努める。           

⑤街区外周の道路においては、快適な歩行者ネットワークの形成を図るため、
建築物の機能更新とあわせて、にぎわいのある歩行者空間の創出や緑化等
に努める。     

⑥地下鉄天神駅や歩行者用通路等と連絡する地下部において、来街者を迎え、
多様な交流の場となるよう、にぎわいと風格のある歩行者空間の創出に努
める。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

建築物等の 
整備の方針 

３ 良好な市街地環境の形成を図るため、建築物等の整備の方針を以下のよう
に定める。 

 
〈基本方針（共通項目）〉 
①当地区にふさわしい業務・商業等の機能の集積と、建物低層部への歩行者
空間に面したにぎわいの創出を図るため、必要に応じて「建築物等の用途
の制限」を定める。 

②土地の健全かつ合理的な高度利用を通じて魅力ある市街地環境の形成を図
るため、必要に応じて「建築物の容積率の最高限度」を定める。 

③歩行者及び自転車の安全で快適な空間を確保するため、必要に応じて「壁
面の位置の制限」を定める。 

④にぎわいのある街並みの形成を図るため、必要に応じて「建築物等の形態
又は意匠の制限」「壁面の位置の制限」等を定める。特に明治通り沿道は、
壁面が連続した景観の形成を図るとともに、魅力的な歩行者空間と風格の
ある都市景観を形成する建物デザインとする。 

 
〈誘導方針（努力項目）〉 
⑤交通環境の改善を図るため、利用しやすい駐輪場の整備に努めるとともに、

駐車場の出入口を周辺の交通環境や歩行者の安全に配慮した配置とし、集
約化（車路共用化、地下接続等）に努める。 

⑥環境との共生を図るため、環境負荷の低減や資源の再利用、緑化をはじめ
とする自然的環境の創出等に努める。 

⑦安全・安心の向上を図るため、ユニバーサルデザインの理念に基づいた整
備や、耐震性の向上をはじめとした防災性及び防犯性の向上に努める。 

●天神一丁目南ブロック 
⑧「街の共用部」などにおいて、都心機能を強化し、国際競争力を高めるた
め、アジアビジネス、創業支援、文化、情報発信、観光などの機能の導入
に努める。 

⑨バスベイの確保やバス停周辺の滞留空間の確保、利用しやすい共同荷捌き
駐車場や駐輪場の確保など、交通環境の改善に努める。 

⑩魅力ある街並みを創出するよう、建築物の地上２階から３階の間の分節化
や低層部の可視化、高質で洗練された広告物・サインの表示、沿道緑化な
ど、周辺環境と調和した良好な沿道景観等の形成に努める。 

⑪健全な土地の有効・高度利用を図るため、敷地の共同化に努める。 
 
〈許可方針（選択項目）〉 
●天神一丁目南ブロック 
⑫良好なまちなみ及び魅力ある市街地環境を形成するため、必要に応じて
「壁面の位置の制限」等を定め、特定行政庁の許可により当地区にふさわ
しい道路斜線制限及び隣地斜線制限の運用を図る。 

 

その他当該区域の 
整備及び開発に 
関する方針 

４ 地区の個性を創出するため、那珂川沿いにおける水辺の魅力を活かした環
境形成や、天神交差点における街の個性を創出する建物コーナー部のデザイ
ンの工夫等により、地区のランドマークの形成に努める。 

朱書きは旧を示す 
青書きは新を示す 
黒書きは変更無しを示す 
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再開発等促進区 約 ３．１ha 

主要な公共施設の 
配置及び規模 

その他の 
公共空地 

名  称 幅員 延長 摘  要 

歩行者用通路 ６ｍ 約１２０ｍ 地下部（地下鉄天神駅等とバリアフリー接続）

 

再開発等促進区 

天神一丁目南ブロック 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

面  積 約 ３．１ha 

地区施設の 
配置及び規模 

広場 

名  称 面  積 摘  要 

広場Ａ 約１００㎡ 地上部 

地下鉄天神駅、天神地下街及

び地下通路に接続する地下

部から地上部への階段等の

出入口施設を含む。 

（ただし、広場の面積には、

出入口施設の面積を算入し

ないものとする。） 

広場Ｂ 約１００㎡ 地上部 

広場Ｃ 約１００㎡ 地上部 

広場Ｄ 約１００㎡ 地上部 

広場Ｅ 約１００㎡ 地上部 

広場Ｆ 約１００㎡ 地上部 

広場Ｇ 約１００㎡ 地上部 

広場Ｈ 約１００㎡ 地上部 

広場Ｉ 約１００㎡ 地下部 

広場Ｊ 約１００㎡ 地下部 

広場Ｋ 約１００㎡ 地下部 

広場Ｌ 約１００㎡ 地下部 

広場Ｍ 約１００㎡ 地下部 

広場Ｎ 約１００㎡ 地下部 

広場Ｏ 約１００㎡ 地下部 

広場Ｐ 約１００㎡ 地下部 

その他の 
公共空地 

名  称 幅員 延長 摘  要 

歩行者用通路 1号 ３ｍ 約７５ｍ 地下部 天神地下街とバリアフリー

接続 歩行者用通路２号 ３ｍ 約６０ｍ 地下部 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の用途
の制限 

建築をしてはならない建築物は、次に掲げるものとする。 
 
１ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１項及び第６項

に掲げる用途に供する建築物 
２ 建築物の最上階及びその直下階以外の部分を建築基準法別表第２(い)項第１

号から第３号までに掲げる用途に供する建築物 
３ 建築基準法別表第２（へ）項第２号に掲げる工場 
４ 建築基準法別表第２（と）項第３号に掲げる工場 
 
なお、建築物の低層部には、都心部の機能強化に資する集客・交流・創造等の機

能を担い、沿道のにぎわい創出に資する用途の導入に努めるものとする。 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物の 
容積率の 
最高限度 

１ 建築物の容積率の最高限度は、１０分の９０とする。 
 
２ 地区計画の区域の整備・開発及び保全に関する方針の誘導方針（努力項目）に

該当する整備を行う建築物で、かつ、都心部の機能強化と魅力づくりに資する建
築物の容積率の最高限度については、最大で１０分の３５（因幡町通り（市道天
神３号線）に面する街区において、地下鉄天神駅、天神地下街、及び市道天神２
号線・市道天神３号線の地下通路から地上部に至る出入口を確保する建築物のう
ち、主要な公共施設の整備等に寄与する建築物の容積率の最高限度については、
さらに１０分の１５を加えた数値とする。）を前項に掲げる数値に加えた数値とす
る。 

  
ただし、敷地面積が１０００㎡未満の建築物にあっては、建築物の容積率の最高

限度は１０分の１００とする。（この地区計画の告示があった日において、現に建築
物の敷地として使用されている１０００㎡未満の土地について、その全部を一の敷
地として使用するものを除く。） 

壁面の位置の 
制限 

１ 計画図に示す広場Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌ、Ｍ、Ｎ、
Ｏ及びＰの区域には、建築物の壁若しくはこれに代わる柱の面又は建築物に付属
する門若しくはへいを建築してはならない。 

  ただし、当該広場の床面（屋外の 1 階部分に設置されるものにあっては、地盤
面）からの高さが地上部にあっては５ｍ、地下部にあっては２.５ｍを超える建築
物の部分及びこれを支える柱で広場の利用上支障がないもの並びに階段等につい
ては、この限りではない。 

 
２ 市道天神２号線、市道天神３号線、市道天神５号線、市道天神１０号線、都市

計画道路千代大手門線及び都市計画道路天神通線との境界線（計画線を含む。）か
ら建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の面、又は建築物に附属する門若しくは
へいまでの距離の最低限度は、２ｍとする。 

  ただし、歩廊、渡り廊下その他これらに類する建築物の部分で、歩行者の利便
に供するものはこの限りではない。 

建築物等の 
形態又は意匠の

制限 

 都心にふさわしい良好な都市景観の形成を図るため、建築物の屋根及び外壁又は
これに代わる柱の面は、周辺の環境と調和するよう、形態、意匠及び色彩に配慮す
るものとする。 
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 地区の 名 称 天神一丁目第１地区 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

区 分 面 積 約０．７ｈａ 

地区施設の 
配置及び規模 

その他の

公共空地 

名  称 幅  員 延  長 摘  要 

歩行者用通路 ４ｍ 約 ３５ｍ  

歩行者用通路 ２ｍ 約２４０ｍ  

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項 

建築物等の用途
の制限 

建築してはならない建築物は次に掲げるものとする。 
１ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１項及び

第６項に掲げる用途に供する建築物 
２ 建築基準法別表第二（へ）項第二号に掲げる工場 
３ 建築基準法別表第二（と）項第三号に掲げる工場 

壁面の位置の制
限 

 下記の各道路との境界線（計画線を含む）から建築物の外壁若しくはこれに
代わる柱の面、又は建築物に附属する門若しくはへいまでの距離の最低限度
は、次に示すとおりとする。 

 
１ 市道天神２号線については４ｍ 
２ 市道天神１０号線については２ｍ 
３ 都市計画道路千代大手門線については２ｍ 
４ 都市計画道路天神通線については２ｍ、若しくは当該区域内に柱を設置

する場合においては、１階部分における柱を除く建築物の外壁までの距
離を４ｍ以上とする。 

建築物等の形態
又は意匠の制限 

高架水槽、クーリングタワー等の屋上に設置する施設については、露出面積を
少なくする等都市景観に配慮するものとする。 

 

 地区の 名 称 天神一丁目第３地区 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

区 分 面 積 約１．１ｈａ 

地区施設の 
配置及び規模 

その他の

公共空地 

名  称 幅  員 延  長 摘  要 

歩行者用通路 ５ｍ 約１００ｍ  

歩行者用通路 ４ｍ 約 ７０ｍ  

歩行者用通路 ２ｍ 約 ７０ｍ  

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項

建築物等の用途
の制限 

建築してはならない建築物は次に掲げるものとする。 
１ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１項及び

第６項に掲げる用途に供する建築物 
２ 建築基準法別表第二（へ）項第二号に掲げる工場 
３ 建築基準法別表第二（と）項第三号に掲げる工場 

建築物の容積率
の最高限度 

敷地面積が１，０００㎡未満の建築物にあっては、１０分の７０とする。 

壁面の位置の制
限 

 下記の各道路との境界線から建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の面、又
は建築物に附属する門若しくはへいまでの距離の最低限度は、次に示すとお
りとする。 
１ 市道天神３号線については５ｍ 
２ 市道天神２号線については４ｍ 
３ 都市計画道路千代大手門線については２ｍ 

建築物等の形態
又は意匠の制限 

高架水槽、クーリングタワー等の屋上に設置する施設については、露出面積を
少なくする等都市景観に配慮するものとする。 

 

「地区計画、再開発等促進区及び地区整備計画の区域、主要な公共施設の配置及び規模、地区施設の配置及び規

模、並びに壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」 

  

 

理 由 

当地区は、福岡を代表する業務・商業地区であり、国際的な都市間競争の激化や建築物の更新期を迎える中で、

業務機能の強化や多様な機能の導入、歩行者ネットワークの強化、風格ある景観形成等が課題となっている。こ

のたび、都心部の都市機能の強化や魅力あるまちづくりを推進するため、本案のとおり決定変更するものである。 
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